
令和５年度 Ｕ１８リーグ戦の考え方
栃高体連バスケットボール専門部

Ｕ１８リーグ戦については、全国的に見ても未だ確立した試合形態が定まっておらず、各都道府県

専門部はそのやり方を模索している状況です。これは本県においても同様であり、本大会が始まった

令和２年度は各地区ごとに実施、２回目となる昨年度は、直近の大会結果を基にベスト16以上のチー

ムを上位リーグとして、またそれ以下のチームを下位リーグとして県内全域において実施しました。

しかしながら日程、会場、コロナ問題等課題が山積し、スムーズな大会運営が行えなかったリーグ

も出てしまいました。

そこで、今年度はこうした問題を概ね解消するため、過日行われた専門委員会で以下の通り実施す

ることとしましたので、主旨をご理解いただき参加くださるようお願いします。

１ リーグについて

・ チャレンジリーグとローカルリーグに分けて開催する。

・ チャレンジリーグとは、県内全域のチームを一括りにして開催し、試合会場も県内全域とする。

・ ローカルリーグとは県内を３地区（県南、県中央、県北）に分けて開催し、学校所在地の地区

で試合を行う。

・ 各校はチャレンジリーグ、ローカルリーグのどちらに参加してもかまわない。

・ インターハイ予選やその他の大会の結果如何に関わらず、チャレンジリーグに参加することを

可能とし、インターハイ予選で上位の結果をあげたチームでもチャレンジリーグに必ず参加しな

ければならないのではなく、ローカルリーグに参加することも可能とする。

・ 部員数の多い学校については、複数チームエントリーすることを可能とするが、この場合、チ

ャレンジリーグには１チームしか参加できないこととし、残りのチームはローカルリーグに参加

する。

例)宇都宮Ａチームはチャレンジリーグ、宇都宮Ｂチーム・宇都宮Ｃチームはローカルリーグに

参加。

・ チャレンジリーグの方がよりレベルの高いリーグになると予想されるが、インターハイ予選や

その他の大会結果に関わらず、各チームが参加リーグを選択することができるため、必ずしもチ

ャレンジリーグがローカルリーグよりもレベルが高いと保証することはできない。

２ 参加資格

・ 日本バスケットボール協会に加盟及び登録の完了しているチーム及び選手であること。

・ 高校１年生から３年生を対象とする。

３ 競技方法

2023日本バスケットボール協会規則による。

４ 試合数

１チームにつき、４試合程度とする。

５ 試合日程及び試合日数

７月から１２月の間に開催する。試合数については予備日を含めて４日間程度とする。

本件に関する問い合わせ先

宇都宮高等学校
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